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人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

今月の表紙

　香川県三豊市との友
好都市提携から 50 周
年を迎えた今年も「洞
爺夏まつり」が行われ
ました。旧財田町から
受け継がれたちょうさ
の威勢の良い掛け声が
響き、節目に花を添え
ました。
－関連記事ｐ３～５－
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  坂東ハツヱさん(５町内)が７月12日に100歳の
誕生日を迎えたことを記念し、下道町長が７月17
日に特別養護老人ホーム財田の杜を訪問してお祝
い金と花束を贈呈、長寿を祝福しました。

坂東ハツヱさん

8 洞爺湖町小・中学校で通級による指導の実施

9

ワンポイント手話

pickup news
北海道科学大学と協定締結

洞爺地区で「みなし健診」の受付窓口を開設します
　40 ～ 74 歳の国民健康保険被保険者と、75 歳
以上の「みなし健診」の受付を洞爺地区で行いま
す。ぜひご利用ください。
場　所 洞爺総合支所町民相談室
持ち物 みなし健診に必要な検査結果、問診票
その他 予約不要、時間内にお越しください
日　程 ８

月
20 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30
28 日 ( 木 ) 15:00 ～ 17:00

９
月

１日 ( 月 ) 9:30 ～ 11:30
12 日 ( 金 ) 13:30 ～ 15:30

依田 梨花ちゃん                  
りんか

信一さん・昌代さん
５月 28 日生　温２区

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
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香
川
県
旧
財
田
町
と
旧
洞
爺
村
が

１
９
７
５
年
、
姉
妹
町
村
の
絆
で
結
ば

れ
て
か
ら
、
小
学
生
を
は
じ
め
、
多
く

の
住
民
が
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
提
携
50
周
年
を
迎
え
た
節
目

の
年
。
二
つ
の
ま
ち
の
交
流
は
三
豊
市

と
洞
爺
湖
町
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
も

脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で

は
、
三
豊
市
と
の
つ
な
が
り
や
三
豊
市

に
由
来
す
る
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
友
好
都
市
提
携
50
周
年
記
念
事
業

の
様
子
を
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
三
豊
市
に
つ
い
て
知

り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

－ 
特
集 

３
～
５
ペ
ー
ジ 

－

三
豊
市
・
洞
爺
湖
町

三
豊
市
・
洞
爺
湖
町

友
好
都
市
提
携

友
好
都
市
提
携
5500
周
年
周
年

特集
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　四国地方・香川県の西部に位置する、人口約５万７千人
のまちです。平成 18 年に旧財田町をはじめとした７町が
合併し、三豊市となりました。

三
豊
市
と
の
縁

　

旧
虻
田
町
と
合
併
し
て
洞
爺
湖
町
と
な
る

前
、
旧
洞
爺
村
は
１
８
８
７
年
に
香
川
県
の
旧

財
田
町
な
ど
か
ら
約
70
人
が
初
め
て
入
植
し
開

拓
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
香
川
県
で
よ
く
耳
に

す
る
「
大
西
」、「
岩
倉
」、「
近
藤
」
な
ど
の
苗

字
が
残
り
、
開
拓
時
代
か
ら
続
く
血
縁
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　
「
祖
先
を
同
じ
く
す
る
両
町
村
で
、
さ
ら
に

友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
人
々
の
想

い
か
ら
、
１
９
７
５
年
４

月
１
日
に
旧
財
田
町
、
旧

洞
爺
村
の
間
で
友
好
都
市

提
携
の
前
身
と
な
る
「
姉

妹
町
村
盟
約
」が
結
ば
れ
、

住
民
同
士
の
交
流
を
始
め

ま
し
た
。

絆
を
改
め「
友
好
都
市
」へ

　
２
０
０
６
年
、
両
町
村
が
三
豊
市
、
洞
爺
湖

町
へ
合
併
後
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
交
流
や
新
た

な
友
好
関
係
の
構
築
に
向
け
、
２
０
０
７
年
７

月
１
日
に
「
友
好
都
市

提
携
」を
締
結
。
以
来
、

小
学
生
同
士
が
両
市
町

を
訪
問
す
る
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
ツ
ア
ー
」
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
２
年
４
月
６
日
に
は
「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時
の
職

員
派
遣
、
生
活
物
資
の
提
供
な
ど
の
円
滑
な
相

互
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

祖先を同じくするまちの新たな関係

提携までの道のり

　
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
み
と
よ
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
よ
う
に
、
モ

モ
や
ミ
カ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
生
産
が
盛
ん
な

ほ
か
、
県
内
で
は
最
大
の
お
茶
の
生
産
地

で
「
高
瀨
茶
」
が
有
名
で
す
。

　
「
う
ど
ん
県
」
と
呼
ば
れ
る
香
川
県
は

そ
の
名
の
通
り
讃
岐
う
ど
ん
が
名
物
。
三

豊
市
に
も
美
味
し
い
う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ

る
お
店
が
多
く
並
び
ま
す
。
ま
た
、
水
面

が
鏡
の
よ
う
に
な
る
写
真
が
撮
影
で
き
る

「
父ち

ち
ぶ
が
は
ま

母
ヶ
浜
」
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
も

あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。

姉妹町村盟約は電話を通じて結びました

香　川　県

フレンドリーツアーの様子（カヌー体験、うどん作り、いも堀りなど）

洞爺湖町役場で友好都市提携の締結

“三豊市”って“三豊市”って
こんなまち！こんなまち！
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ち
ょ
う
さ

　
洞
爺
夏
ま
つ
り
で
勇
壮
に
練
り
歩
く
「
ち
ょ
う
さ
」
は

２
０
０
３
年
、
旧
財
田
町
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
西

日
本
を
中
心
に
五
穀
豊
穣
や
豊
漁
を
祈
願
す
る
祭
礼
で
用

い
ら
れ
て
い
る
太

鼓
台
で
す
。
大
き
い

も
の
で
は
高
さ
が
５

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も

の
も
あ
り
、
華
や
か

な
装
飾
が
観
客
の
目

を
引
き
ま
す
。

獅
子
舞

　
町
内
の
香
川
、
曙
、
月
浦
の
各
地
区
に
は
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
洞
爺
村
に
入
植
し
た
移
住
者
か
ら

伝
わ
り
、
現
在
も
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
11
月
に
は
、

月
浦
獅
子
舞
が
約
１
２
０

年
ぶ
り
に
里
帰
り
を
果
た

し
、
香
川
県
の
イ
ベ
ン
ト

「
獅
子
舞
王
国
さ
ぬ
き
」
で

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

現在も受け継ぐ香川の伝統

紡いだ絆をこれからも

友好都市提携 50 周年記念事業
７
月
５
日 

記
念
式
典

　
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
「
友
好
都
市
提
携

50
周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
、
三
豊
市
か
ら

山
下
昭
史
市
長
、
市
議
会
の
丸
戸
研
二
議
長
な

ど
計
17
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
山
下
市
長
は
「
歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、

経
済
に
文
化
と
多
方
面
で
の
連
携
が
大
切
で

す
。
い
つ
ま
で
も
家
族
の
よ
う
な
付
き
合
い
を

続
け
ま
し
ょ
う
」、
下
道
町
長
は
「
三
豊
市
と

の
友
好
関
係
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
一
層
強
固
に
し
た
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
互
い
に
友
好
都
市

提
携
50
周
年
確
認
書
に
署
名

し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品

と
し
て
三
豊
市
は
父
母
ヶ
浜
、

町
は
洞
爺
湖
な
ど
の
写
真
を

交
換
し
ま
し
た
。

７
月
６
日

第
46
回
洞
爺
産
業
ま
つ
り

　
洞
爺
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
約
５
千
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
三
豊
市
産
の
モ
モ
を
販
売
す
る
テ
ン
ト
は
多

く
の
来
場
者
の
目
に
止

ま
り
、
ま
つ
り
の
終
了

時
間
を
待
た
ず
し
て
完

売
し
ま
し
た
。
ま
た
恒

例
の
「
野
菜
ま
き
」
に

は
山
下
市
長
や
丸
戸
市

議
会
議
長
な
ど
も
参
加
。

野
菜
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ

う
と
湖
畔
に
集
ま
る
来

場
者
へ
力
い
っ
ぱ
い
投

げ
て
い
ま
し
た
。

①①

③

②②

⑤⑤

⑥⑥

①来町した山下市長（右）を出迎える
下道町長 ②式典での記念撮影 ③三豊
市から贈られた父母ヶ浜の写真

④産業まつりへ参加した三豊市長や市
議会議員 ⑤三豊市のモモを販売した
テント ⑥野菜を投げる三豊市長など ④
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健康な暮らしを守るために

がん検診のお知らせ

　
口
腔
が
ん
は
、
口
の
中
や
そ
の
周
辺
に
で
き

る
が
ん
の
こ
と
を
言
い
、
部
位
に
よ
っ
て
舌
が

ん
、
歯
肉
が
ん
、
口
腔
底
が
ん
、
頬
粘
膜
が
ん

な
ど
と
呼
び
ま
す
。
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ

る
数
少
な
い
が
ん
の
う
ち
の
一
つ
で
、
西
胆
振

地
域
で
は
年
に
数
人
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
室
蘭
歯
科
医
師
会
で
は
口
腔
が
ん
の
普
及
啓

発
・
早
期
発
見
の
た
め
、
年
に
１
度
、
口
腔
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
日　
時	

10
月
４
日（
土
）14
時
～
16
時
30
分

	

（
検
診
時
間
は
10
分
程
度
）

▼
場　
所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か

▼
対　
象
　
20
歳
以
上
の
住
民

▼
定　
員　
28
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
料　
金　
千
円

▼
検
診
内
容　
問
診
、
専
門
医
に
よ
る
口
腔
内

の
視
診
、
触
診

▼
実
施
団
体　
室
蘭
歯
科
医
師
会

▼
共　
催　
日
本
口
腔
外
科
学
会
北
日
本
支
部

▼
申
込
方
法　
要
予
約
。
８
月
26
日
（
火
）
ま

で
に
洞
爺
湖
町
健
康
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
し
込
ん
だ
人
に
は
９
月
初
旬
～
中

旬
に
郵
送
で
抽
選
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
・
申
込
み
先

健
康
福
祉
課

電　
話　
76
―
４
０
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　
76
―
１
８
７
７

メ
ー
ル

ken_center@
tow

n.toyako.lg.jp

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
口
腔
が
ん
検
診
希
望
を
明

記
の
上
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
結
核
以
外
に
呼
吸

器
系
の
病
気
の
発
見
に
も
な
り
ま
す
。
結
核
は

誰
に
で
も
う
つ
る
可
能
性
が
あ
る
感
染
症
で

す
。
ま
た
、
肺
が
ん
は
喫
煙
し
て
い
な
く
て
も

発
症
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
約
不
要
、
短

時
間
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
身

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対　
象　
19
歳
以
上
の
町
民

▼
料　
金　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
み
…
無
料

喀
痰
検
査
…
７
０
０
円
（
国
保
加
入
者
、
70
歳

以
上
、
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

▼
検
査
方
法

喀
痰
検
査　
喫
煙
年
数
・
本
数
が
多
く
、
痰
が

出
る
人
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
と
合
わ
せ
て
検
査

（
３
日
間
分
採
取
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
当

日
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査　
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ

い
（
金
具
の
付
い
た
夫
人
下
着
類
等
は
更
衣
室

で
外
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
問
診
票
は
当
日
会
場
で
記
入
す
る
の
で
メ
ガ

ネ
が
必
要
な
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
１
年
に
１
度
の
受
診
で
す
。
今
年
度
に
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
た
場
合
は
検
査
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
年
３
日
間
の
開
催
で
し
た
が
、
受
診
者
数

の
減
少
を
受
け
２
日
間
に
変
更
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
11
月
12
日
（
水
）
～
15
日
（
土
）
の
集
団
検

診
で
も
肺
が
ん
検
診
を
実
施
予
定
で
す
。

日　時 巡回場所 時　間 日　時 巡回場所 時　間

９月17日（水）

①さわやか 9:30～10:00 ９月17日（水）⑩洞爺ふれ愛センター 18:00～18:30

②コスモス団地集会所 10:15～10:30

９月18日（木）

⑪洞爺湖文化センター 9:50～10:05

③母と子の館 10:45～11:00 ⑫洞爺ふれ愛センター 10:35～10:50

④あぶたコミュニティセンター 11:15～11:30 ⑬財田集会所　　　 11:05～11:20

⑤入江集会所 11:45～12:00 ⑭大原ふるさと会館 11:45～12:00

⑥泉公園通り集会所 13:30～13:55 ⑮香川コミュニティセンター 12:15～12:35

⑦泉集会所 14:10～14:25 ⑯なるか愛郷の家 12:50～13:10

⑧ウロコ 14:40～15:00 ⑰曙会館 14:30～14:55

⑨洞爺湖町役場 15:15～15:35 ⑱洞爺総合センター 15:10～15:35

１
結
核
肺
が
ん
検
診

２
口
腔
が
ん
検
診

▲予約フォーム
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会　場

さっぽろ対がん協会健診センター

洞爺ふれ愛センター

健康福祉センターさわやか

健康福祉センターさわやか

洞爺ふれ愛センター

検	診	名

札幌健診バスツアー

特定・がん検診

特定・がん検診

日　程

10月 27日 (月)

11 月 12日 (水)

								13 日 (木）

令和８年
２月５日 (木）

２月６日 (金）

集団検診
( 予約制。２か月前にホームページ、LINE などでお知らせします )

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
？

　
長
期
間
、
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
こ
と
で
生
じ
る
肺
の
炎
症
で
、

喫
煙
習
慣
を
背
景
に
中
高
年
に
発
症
す
る
病
気
で
す
。

　
40
歳
以
上
の
人
口
の
８・６
％
、
約
５
３
０
万
人
の
患
者
が
存

在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で
は
死
亡
原
因
の
９
位
、

男
性
で
は
７
位
を
占
め
る
病
気
で
す

原因は喫煙です
　喫煙者の 20 ～ 50% 程度が COPD を
発症すると言われています。
　たばこの煙を吸入することで肺の中の
気管支に炎症がおきて、咳や痰が出たり、
気管支が細くなることによって空気の流
れが低下します。また、気管支が枝分か
れした奥にあるブドウの房状の細胞であ
る肺胞（はいほう）が破壊されて、肺気
腫と言う状態になると、酸素の取り込み
や二酸化炭素を排出する機能が低下しま
す。
※ COPD になるとこれらの変化は治療
でも元に戻ることはありません。

予防は禁煙が第一
　自分で禁煙することが難しい場合、管
内の禁煙外来を設けている病院へ受診す
ることも 1 つの方法です。
　OPD 患者数は 17 万人程ですが、実
際に診断・治療を受けているのは氷山
の一角とされ、未治療患者が 530 万人
になるといわれています（NICE study 
2001 年）。胸部レントゲン検査は様々
な呼吸器系の病気の発見にもなります。
そのため、定期的な検診を受けること、
息切れや咳、痰が続くときは早めに病院
へ受診することが大切です。

個別健診（受診前に要予約）
▼町内
洞爺協会病院 74 ｰ 2555
洞爺温泉病院 87 ｰ 2311
峰村内科クリニック 76 ｰ 1515
▼伊達市
伊達赤十字病院  23 ｰ 2211
川口内科クリニック 22 ｰ 1512
野村内科循環器科 21 ｰ 3700

息切れ
・歩行
・階段昇降など

慢性的な慢性的な
咳や痰咳や痰

重	要 !

症 状
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洞爺湖町小・中学校で

通級による指導の実施
　洞爺湖町教育委員会では、特別な教育的支援の必要なお子様への適切な支援を一層充実させるために、令和６・
７年度の２か年、北海道教育委員会の指定を受け、専門教員が学校を巡回して指導を行うモデル事業を実施して
います。
　また、令和８年度からはこのモデル事業の成果をもとに、このような指導を行うための通級指導教室の開設を
予定しています。

集中力が続かない

落ち着きがない

文章を読んだり
書いたりするのが苦手 気持ちのコントロールが

うまくできない

友だちと
うまく関われない

　通常の学級に在籍し、
大部分の授業は通常の学
級で受けながら、一部「通
級指導教室」という特別
な場で、子ども一人一人
の困難さに応じた指導が
受けられます。

気持ちの整理の仕方を身につける

自分に合った
学習方法を身につける

得意なこと・苦手なことなど
自分のことを理解する

苦手な言葉を
話しやすくする練習をする

など…

他者との関わり方や状況に応じた
言葉遣いを身につける

次回は「通級指導教室の役割について」を予定しています

■問合せ　洞爺湖町教育委員会教育推進課（☎ 74-3009）

　次の障がいがあり、通常の学級の学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度の子ど
もが対象です。なお、医学的な診断の有無だけで判断するものではありません。

　障がいの状態に応じた「自立活動」を行います。「自立活動」とは、障がいによる学習上または生活上
の困難を改善・克服するための指導です。

対象はどのような子どもですか？

どのような学習をしますか？

通級による指導とは…

・言語障がい
・自閉症
・情緒障がい

・弱視
・難聴
・肢体不自由

・LD（学習障がい）
・ADHD（注意欠陥多動性障がい）
・病弱および身体虚弱　　　　など＜ ＞

check!
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「勉強」

両手を開き、手のひらは手前に向けて体の前に斜め
に並べて立ててから軽く両手を前後させます。

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 72回目は世界ジオパーク・縄文世界遺産推進
室の金田皓樹です。
■問合せ	健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展

と
人
材
育
成
を
目
指
し
、

町
と
北
海
道
科
学
大
学
は
６
月
、

地
域
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

道
科
学
大
は
「
科
学
的
市
民
」

の
育
成
を
教
育
理
念
の
中
心
と

し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

２
０
２
７
年
の
新
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
「
地
域
創
造
学

部
」（
仮
称
・
設
置
構
想
中
）
の

学
生
と
の
相
互
交
流
や
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
創
出
、
地
域
の

課
題
解
決
の
検
討
な
ど
に
向
け
て

町
と
大
学
が
一
体
と
な
っ
た
取
組

を
展
開
し
ま
す
。

　
協
定
を
結
ん
だ
川
上
敬
学
長
は

「
道
内
の
い
ろ
ん
な
自
治
体
が
人

口
減
少
の
中
で
不
安
を
感
じ
て
い

ま
す
。
地
域
の
課
題
と
課
題
の
関

係
を
ひ
も
解
き
、
解
決
の
た
め
に

ス
キ
ー
ム
（
体
制
）
を
組
ん
で
計

画
を
立
て
ら
れ
る
人
材
が
大
切
に

で
す
。
町
の
未
来
を
一
緒
に
つ
く

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
展

望
を
語
り
ま
し
た
。

pickup news

学生と考える 町の課題と未来の姿
北海道科学大学と協定締結

協定を結んだ川上学長
( 右 ) と下道町長

手話
ワンポイントワンポイント



のわだい
まち
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アイヌの文化継承のために
ウトゥラノでチセノミ

イナウ (木幣 ) を燃やして祈りを捧げる参加者イナウ (木幣 ) を燃やして祈りを捧げる参加者

７
６

バドミントン少年団が表敬訪問
町内２選手が全国出場

全国大会に挑む選手全国大会に挑む選手

20
6

伊
達
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年

団
（
小
笠
原
正
光
監
督
）
が
、

７
月
末
か
ら
京
都
府
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
向
け
て
下
道
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　
５
月
に
岩
見
沢
市
で
行
わ
れ
た
全

道
予
選
の
女
子
団
体
の
部
で
準
優
勝

し
、
全
国
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
虻
田
小
学
校
５
年
の
柴
口
涼
香
さ

ん
と
小
塚
穂
乃
さ
ん
は
大
舞
台
に
向

け
て
「
ひ
と
つ
で
も
多
く
勝
ち
進
み

た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

た
。

　

温泉街にコスプレイヤー集結
アニフェス大盛況

こだわりの衣装でポーズを決めるコスプレイヤーこだわりの衣装でポーズを決めるコスプレイヤー

6
28

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
が
、
洞
爺

湖
温
泉
街
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
集

ま
り
、「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
や
「
鬼
滅

の
刃
」
な
ど
人
気
作
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
フ
ァ

ン
同
士
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

湖
畔
沿
い
で
は
複
数
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
が
開
放
さ
れ
、
衣
装
の
雰
囲

気
に
合
わ
せ
た
写
真
を
撮
影
し
よ
う

と
、
多
く
の
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

洞
爺
湖
ア
イ
ヌ
協
会
が
、
ア
イ

ヌ
の
伝
統
儀
式
「
チ
セ
ノ
ミ
」

な
ど
を
ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設

ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
完
成
し
た
ば
か
り
の
「
ト
ゥ

ナ
」（
火
棚
）
を
設
け
た
い
ろ
り
を

囲
み
、
チ
セ
ノ
ミ
の
ほ
か
カ
ム
イ
ノ

ミ
、
イ
チ
ャ
ル
パ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ペ
フ
チ
カ
ム
イ
（
火
の
神
）
に

ア
イ
ヌ
文
化
継
承
を
祈
っ
た
藤
野
満

裕
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
ア
イ
ヌ
文

化
の
普
及
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

温泉街の観光客のために
虻田高が清掃奉仕

足湯を清掃する虻田高の生徒足湯を清掃する虻田高の生徒

６
10

虻
田
高
校
（
佐
々
木
雅
治
校
長
）

が
、
洞
爺
湖
温
泉
の
「
洞
龍

の
湯
」、「
薬
師
の
湯
」
で
清
掃
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
業
の

振
興
に
協
力
し
よ
う
と
例
年
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
１
年
生
９
人
が
参

加
。
洞
龍
の
湯
、
薬
師
の
湯
に
分
か

れ
、
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
洞
龍
の

湯
で
は
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
な
ど
を

使
っ
て
た
ま
っ
た
汚
れ
を
て
い
ね
い

に
洗
っ
て
い
ま
し
た
。
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暮
ら
し

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例

免
除
制
度

国
民
年
金
か
ら

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

が
退
職
（
失
業
）
す
る
と
、
役
場

窓
口
で
加
入
の
手
続
き
を
行
い
、

月
額
１
７
，
５
１
０
円
（
令
和
７

年
度
の
金
額
）
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
る
「
特
例
免
除
制
度
」

が
あ
り
、
退
職
（
失
業
）
し
た
年

度
及
び
翌
年
度
に
限
り
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な

ど
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し

を
添
付
し
て
、
役
場
住
民
税
務

課
・
洞
爺
総
合
支
所
地
域
振
興

課
・
洞
爺
湖
温
泉
支
所
の
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電

子
申
請
も
可
能
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
準
備
し
て
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
へ
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－
24

－

５
０
６
１
）／
住
民
税
務
課
住
民・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－
３
０
０
２
）

道道洞爺虻田線の通行止め
　法面補修工事の実施に伴い、一部区間が全
面通行止めとなります。
▶期　間　８月 25 日～ 10 月 12 日（予定）
▶時　間　平日　８時～ 18 時
※歩行者・自転車は通行可能
■問合せ　北海道開発局室蘭開発建設部有珠
道路事務所（☎ 76-2550）

洞
爺
協
会
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
整
形
外
科
医
師
着
任
の
お
知
ら
せ
】

▼
担
当
医
師　
成
瀬
知
明
（
整
形

外
科
部
長
）
※
東
京
大
学
医
学
部

医
学
科
卒

▼
診
療
開
始
日　
７
月
22
日（
火
）

▼
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
11
時

30
分
（
月
～
水
・
金
曜
は
成
瀬
医

師
、
木
曜
は
石
川
医
師
）、
13
時

30
分
～
15
時
（
月
～
水
曜
は
成
瀬

医
師
、
木
曜
は
石
川
医
師
）

※
木
曜
は
予
約
の
み

【
歯
科
無
料
巡
回
診
療
】

▼
日
　
時　
９
月
12
日（
金
）13
時

30
分
～
15
時

※
前
日
ま
で
に
電
話
申
し
込
み

▼
対
　
象　
清
水
、洞
爺
湖
温
泉
、

月
浦
、
花
和
地
区
在
住
の
人

▼
料
　
金　
無
料

▼
持
ち
物　
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の

※
歯
（
入
れ
歯
）
は
き
ち
ん
と
磨

い
て
、
お
口
の
中
は
き
れ
い
に
し

て
来
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
先　
医
事
課
（
☎
74

－
２
５
５
５
）

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

　
ネ
ッ
ト
上
で
個
人
同
士
が
商
品
な

ど
を
取
引
で
き
る
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
広
が
る
な
か
、「
商
品
が

届
か
な
い
」「
壊
れ
た
商
品
・
偽
物

が
届
い
た
」「
商
品
を
送
っ
た
の
に

商
品
代
金
が
支
払
わ
れ
な
い
」「
商

品
代
金
の
返
金
を
求
め
ら
れ
た
」
と

い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
は
匿
名
性
の

高
い
個
人
間
同
士
の
取
引
の
た
め
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
取
引
す
る
際
は
、
本

当
に
信
用
で
き
る
相
手
な
の
か
ど

う
か
、
相
手
の
連
絡
先（
氏
名・住

所・電
話
番
号
な
ど
）を
十
分
に
確

認
し
て
か
ら
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

「
ま
つ
か
わ
」の
採
捕
の

制
限
に
つ
い
て

　
漁
獲
量
が
少
な
く
ま
ぼ
ろ
し
の

魚
と
呼
ば
れ
て
い
た「
ま
つ
か
わ
」

は
、
稚
魚
を
放
流
し
徹
底
し
た
資

源
管
理
に
よ
り
安
定
し
た
漁
獲
量

を
誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
源
確
保
を
強
化
す
る
た
め
、

８
月
８
日
～
令
和
８
年
８
月
７
日

お知らせ
information
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行政の手続きがもっとかんたんに！

自宅で手軽に・窓口で簡単に手続き！
　８月４日から一部の手続きで、自宅などのインターネット環境で手軽に手続きができる「オンライン申
請サービス」と役場窓口で１回の入力でいくつかの手続きをまとめて進められるタブレット端末を利用し
た「窓口タブレット申請サービス」を始めています。申請できる手続きは順次拡大予定です。

　みなさんのくらしがもっと便利で快適になるよう、手続きを少しずつデジタル化していきま
すので、ぜひ新しいサービスをご利用ください。最新情報は町ホームページに掲載しています。
■問合せ　政策推進課（☎ 82-7780）

▶「オンライン申請」とは
　役場に行かなくても、パソコンやスマートフォン
から申請ができるサービスです。紙の申請書を書く
必要もなく、24 時間いつでも申請ができます。た
だし、証明書などは郵送で届くため、日数や送料が
かかる場合があります。
申請できる手続きの例
・住民票や課税証明書などの交付申請　他
※マイナンバーカードなどが必要な場合もあります

▶「窓口タブレット申請サービス」とは
　役場の窓口にある専用のタブレット端末を使っ
て、申請書を作成するサービスです。操作方法がわ
からなくても、職員がすぐそばでお手伝いしますの
で心配いりません。
こんな人におすすめ！
・外出せずに自宅から手続したい人（オンライン）
・「スマホやパソコンが難しい」「書くのが苦手」「申請
書を何枚も書きたくない」という人（窓口タブレット）

行
　
政

西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

の
排
ガ
ス（
煙
突
）測
定
結
果

ま
で
の
期
間
、
噴
火
湾
を
含
む
胆

振
総
合
振
興
局
管
内
沖
合
海
域
に

お
い
て
全
長
35
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

未
満
の
ま
つ
か
わ
を
採
捕
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
海
中
へ
戻
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
胆
振
総
合
振
興
局
胆

振
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
８
１
２
）

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
当
協
議
会
で
は
、
広
報
誌
「
社

協
だ
よ
り
」
を
年
４
回
、
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
誌
「
は
つ
ら
つ
号
」
を
年

６
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
回
覧
物
な
ど
の
削
減
に
伴

い
、
今
後
は
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
と
、
事
務
所
お
よ
び
町

内
関
係
機
関
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
76

－

４
３
６
３
）ホ
ー

洞
爺
湖
町
限
定
！
寄
付
金
付

ピ
ン
バ
ッ
ジ
が
で
き
ま
し
た

　
10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
共
同
募

金
運
動
に
先
駆
け
て
、
２
０
２
５

年
度
版
の
募
金
ピ
ン
バ
ッ
ジ
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
５
０
０
円
以
上

の
募
金
協
力
で
お
渡
し
し
て
お
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
洞
爺
支

所
の
ほ
か
道
の
駅
あ
ぷ
た
、
入
江・

高
砂
貝
塚
館
、
洞
爺
湖
温
泉
観
光

協
会
、
わ
か
さ
い
も
本
舗
洞
爺
湖

本
店
、
洞
爺
水
の
駅
、
道
の
駅
と

う
や
湖
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
共
同
募
金

委
員
会
※
社
会
福
祉
協
議
会
内

（
☎
76

－

４
３
６
３
）

虻
田
中
学
校
の
校
舎
移
転

に
伴
う
学
校
見
学

　
虻
田
中
学
校
は
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
虻
田
小
学
校
内
に
移
転
し

ま
す
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
校
舎

を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た

く
、
学
校
見
学
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）

【
第
１
期
】
虻
田
中
学
校
祭

　
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
、
ダ
ン

ス
発
表
、
合
唱
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。
ま
た
、
虻
田
中
学
校
の
歴
史

を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
展
示
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
以
外
で
参

観
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時　
９
月
19
日（
金
）８
時

30
分
～
12
時

【
第
２
期
】虻
田
中
オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
午
前
中
の
授
業
を
３
日
間
地
域

公
開
し
ま
す
。

▼
日
　
時　
10
月
15
日（
水
）～
17

日（
金
）９
時
30
分
～
12
時
30
分

【
第
３
期
】

　
校
舎
内
を
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
。
見
学
希
望
の
場
合
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時　
11
月
９
日（
日
）９
時

～
16
時

■
申
込
み
・
問
合
せ　
虻
田
中
学

校
（
☎
76

－

２
０
５
１
）

ム
ペ
ー
ジ
：http://toyako-sh

akyo.org▼2025年度版
のピンバッジ
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お知らせ

募
　
集

す
み
れ
の
会
会
員
募
集

小
学
生
水
泳
教
室
の
開
催

北
海
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　役場および各公共施設の年末年始の休日が
変更になります。※一部施設を除く

■問合せ　総務課総務係（☎ 74-3000）

これまでの年末年始
12 月 31日
～１月５日

これからの年末年始
12 月 29日
～１月３日

→

▶ 12月 29日～１月３日が休みになる施設
洞爺湖町役場、健康福祉センターさわやか、町内各保
育所、放課後児童クラブ、観光情報センター、農業研
修センター、洞爺湖文化センター、財田キャンプ場、
洞爺いきがい交流センター、洞爺ふれ愛センター

▶ 12月 28日～１月３日が休みになる施設
虻田ふれあいセンター、あぶた母と子の館、洞爺総合
センター、あぶた体育館、入江・高砂貝塚館、あぶた
読書の家、みずうみ読書の家

※とうや水の駅は 12 月 30 日～１月５日、洞爺いこ
いの家は 12 月 31 日～１月１日が休み
※詳細は広報とうやこ 12 月号に掲載予定

年末年始の休日が変わります

　
西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

の
測
定
結
果
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る

排
出
基
準
値
（
０
．
１
ナ
ノ
グ
ラ

ム
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
１
号
煙
突
】

▼
測
定
日　
４
月
17
日

▼
測
定
結
果　
０
．
０
０
１
１
ナ

ノ
グ
ラ
ム

【
２
号
煙
突
】

▼
測
定
日　
４
月
18
日

▼
測
定
結
果　
０
．
０
０
０
３
９

ナ
ノ
グ
ラ
ム
※
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は

10
億
分
の
１
グ
ラ
ム

■
問
合
せ　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

０
７
０
５
）

　
洞
爺
湖
す
み
れ
の
会
は
、
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
受
け

て
平
成
19
年
に
設
立
し
、
温
泉
街

や
Ｊ
Ｒ
駅
前
を
花
で
飾
り
、
観
光

客
を
お
も
て
な
し
の
心
で
歓
迎
す

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
癒
し

の
場
を
提
供
す
る
た
め
35
名
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
全

道
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は
受

験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
　
時　
10
月
16
日（
木
）～
20

日（
月
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
　
所　
苫
小
牧
市
ほ
か

▼
受
験
料　
７
，
０
０
０
円

▼
受
付
期
間　
８
月
18
日（
月
）～

27
日（
水
）８
時
45
分
～
17
時
30
分

※
12
時
～
13
時
と
土・日
曜
は
除
く

■
問
合
せ　
上
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
74

－

３
０
０
８
）

▼
日
　
時　

８
月
19
日（
火
）、26

日（
火
）、
９
月
２
日（
火
）、
９
日

（
火
）18
時
～
19
時　
　

▼
場
　
所　
伊
達
市
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル

▼
対
　
象　
泳
ぎ
が
苦
手
な
小
学
生

▼
定
　
員　
10
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
１
，５
０
０
円（
プ
ー

ル
入
館
料
・
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
期
限　
８
月
14
日（
木
）

▼
申
込
先　
伊
達

水
泳
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）　　
　
　
　

■
問
合
せ　
藤
原
（
☎
０
９
０

－

８
６
３
４

－

８
２
０
７
）

　
花
と
緑
の
町
づ
く
り
に
係
る
事

業
継
続
や
発
展
に
向
け
た
強
化
組

織
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
問
合
せ　
観
光
振
興
課
（
☎
75

－

４
４
０
０
）

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

▼
科
　
目　
Ｏ
Ａ
事
務
科

▼
講
習
期
間　
10
月
14
日（
火
）～

29
日（
水
）※
金
・
土
・
日
は
休
講

▼
場
　
所　
室
蘭
高
等
技
術
専
門

学
院

▼
募
集
期
間　

８
月
21
日（
木
）～

９
月
18
日（
木
）※
電
話
に
よ
る
応
募

▼
定
　
員　
10
名

■
応
募
・
問
合
せ　
室
蘭
高
等
技

術
専
門
学
院
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

公
共
職
業
訓
練

▼
科
　
目　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
２

▼
訓
練
期
間　
８
月
29
日（
金
）～

11
月
28
日（
金
）

▼
場
　
所　
登
別
職
業
訓
練
協
会

▼
募
集
期
間　

８
月
13
日（
水
）

ま
で

▼
定
　
員　
20
名

▼
料
　
金　
テ
キ
ス
ト
代
約
９
，

０
０
０
円

■
問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
０
１
４
３

－

22

－

８
６
８
９
）

／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達
（
☎
23

－

２
０
３
４
）
／
室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
能
力
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
４
３

－

44

－

７
８
２
０
）

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
①
予
備
自
衛
官
候

補
②
航
空
学
生
③
一
般
曹
候
補
生

④
自
衛
官
候
補
生

▼
資
　
格　
①
一
般
：
18
歳
以
上

52
歳
未
満
、
技
能
：
18
歳
以
上
で
国

家
資
格
免
許
等
を
有
す
る
②
海
上
：

18
歳
以
上
23
歳
未
満
【
高
卒
者
（
見

込
含
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了

者
（
見
込
含
）】、
航
空
：
18
歳
以

上
24
歳
未
満
【
高
卒
者
（
見
込
含
）

ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者
（
見

込
含
）】
③
④
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
☎
０
１
４
３

－

44

－

７
８
２
０
）
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相
　
談

離
職
者・求
職
者
訓
練

個
別
相
談
会

▼
日
　
時　
８
月
21
日（
木
）ま
で

９
時
～
19
時
30
分

※
金
・
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
事
前
に
電
話
予
約

▼
場
　
所　
室
蘭
高
等
技
術
専
門

学
院

■
問
合
せ　

室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
（
☎
０
１
４
３

－
44

－

７
８
２
０
）

ア
イ
ヌ
の
人
々
の

相
談
窓
口

▼
相
談
専
用
電
話
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
１
０

－

７
７
１

－

２
０
８

▼
受
付
期
間　
①
９
月
11
日（
木
）

ま
で
②
８
月
29
日（
金
）ま
で
③
④

９
月
２
日（
火
）ま
で

▼
試
験
日　

①
９
月
13
日（
土
）～

29
日（
月
）②
９
月
20
日（
土
）、
27
日

（
土
）③
９
月
13
日（
土
）～
21
日（
日
）

④
９
月
22
日（
月
）
～
27
日（
土
）

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

町内でも気温が高い日が多くなってきたことか
ら、熱中症予防のため、気温が 30度を超える場合
は公共施設などをクーリングシェルター（涼み処）
として一般開放します。
　いずれも施設の開庁時間（営業時間）に限ります
ので、利用の際はご注意ください。
▶虻田地区
	 役場ロビー、ウロコ虻田店 (特別協力 )
▶洞爺湖温泉地区
	 北海道洞爺湖サミット記念館展示ホール
▶洞爺地区
	 洞爺総合センター和室、洞爺ふるさと交流センター
	 ※公共施設は定期利用などの予約が入っている場
	 合があります。定期利用のない時間にご利用くだ
	 さい。

■問合せ　総務課自治防災室（☎ 74-3000）

健康に関するイベント

クーリングシェルターを開放します

救急の日講演会
「日本人に最も多い
大腸がんから身を守るために」
～今私たちにできることは～
講師：守谷内科医院院長	守谷洋先生
▶日　時	 ９月９日（火）
 14 時～ 15 時 30 分
▶場　所	 伊達市保健センター
▶対　象	 どなたでも
▶定　員	 30 人※先着順。定員
 になり次第締め切り
▶参加費	 無料
▶申込み	 胆振西部医師会へ
　 事前に電話申し込み
■問合せ 胆振西部医師会
 （☎ 25-6565）

健康づくりウォーキング会
※とうやコイン付与事業
　有珠山ロープウェイで山頂へ
上ります。
▶日　時　９月５日（金）
▶集合場所 ① 健 康 福 祉 セ ン
ターさわやか（８時30分）②とう
や水の駅（８時55分）③洞爺湖温
泉バスターミナル（９時20分）
▶内　容　洞爺湖展望台から火
口原展望台などを回るコースを
ウォーキング
▶定　員　30 人
▶参加費　1,800 円
▶申込期日 ８月 25 日（月）まで
■問合せ　洞爺湖町健康づくり
推進員会事務局（健康福祉課）（☎
76-4006）

やさしい栄養教室
　家族や地域の健康づくりのた
めに、栄養・食生活について講
話や調理実習を通して学びます。
▶日　時	 ９月18日（木）、10
月7日（火）、10月21日(火)、11月
6日（木）、11月18日（火）9時30
分～12時、13時～14時30分
▶場　所	 健康福祉センター
▶対　象	 洞爺湖町民
▶定　員	 ６人※原則全日程に
 出席できる人
▶参加料	 無料
※ただし調理実習材料費や資料
代が発生する場合は実費
▶申込期日	９月４日（木）まで
■問合せ	 健康福祉課
 （☎ 76-4006）

クーリングシェルターとなる役場ロビークーリングシェルターとなる役場ロビー
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

6月20日から7月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

故岡崎靖夫さん
■6月14日死去■71歳■遺族は美津子さん■虻4区

故南正義さん
■6月10日死去■84歳■遺族は昭子さん■泉区

故福崎裕次郎さん
■6月18日死去■65歳■遺族は久江さん■香川

故小林徳勝さん
■7月4日死去■88歳■遺族は繁さん■入1区

故三好ミサ子さん
■7月2日死去■94歳■遺族は健一さん■虻5区

故橋浦仁さん
■7月10日死去■66歳■遺族は弘之さん■虻1区

品
書
き
は
手
書
き
で
あ
り
し
鱧
料
理

　
　

長
曾
我
部
弓
子

老
い
た
れ
ど
友
あ
り
書
あ
り
月
涼
し

　
　
　

佐
藤
美
風

喜
雨
来
る
干
か
ら
ぶ
土
と
手
の
ひ
ら
に

　
　
　

亀
倉
千
鶴
子

ハ
ン
カ
チ
や
言
え
ぬ
想
ひ
を
手
渡
し
す

川
上
智
恵

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
（
３
人
）

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
　
時　
①
９
月
４
日（
木
）②

９
月
18
日（
木
）13
時
～
15
時
30
分

▼
場
　
所　

①
洞
爺
総
合
セ
ン

タ
ー
②
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担
　
当　

①
井
口
敦
弁
護
士

（
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
）
②
菊

地
俊
邦
弁
護
士
（
北
海
道
み
ら
い

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の

Ｂ
型
肝
炎
給
付
金

無
料
相
談
会

　
Ｂ
型
肝
炎
の
給
付
金
・
訴
訟
に

関
す
る
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま

▼
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日
の
９

時
～
17
時
※
祝
日
、
12
月
29
日
～

１
月
３
日
を
除
く

　
相
談
無
料
で
、
匿
名
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
公
益
財
団
法
人
人
権

教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
03

－

５
７
７
７

－

１
８
０
２
）

他
、
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日
　
時　
８
月
21
日（
木
）13
時

30
分
～
15
時
30
分

▼
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対
　
象　

15
歳
か
ら
49
歳
の

人
・
家
族

▼
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

す
。（
予
約
制
）

▼
日
　
時　
８
月
29
日（
金
）10
時

～
19
時

▼
場
　
所　
伊
達
噴
火
湾
法
律
事

務
所

■
予
約
・
問
合
せ　
伊
達
噴
火
湾

法
律
事
務
所
（
☎
22

－
３
３
２
８
）

※
予
約
は
平
日
９
時
～
17
時
30
分

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時　
①
８
月
16
日（
土
）②

９
月
20
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

▼
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３
担

当
：
河
合
）
／
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）
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さわやかだ
より

家庭でできる食中毒予防家庭でできる食中毒予防
～いつもの食事づくりを振り返りましょう～～いつもの食事づくりを振り返りましょう～

　　問合せ問合せ　健康福祉課	（☎ 76-4006）　健康福祉課	（☎ 76-4006）

　気温や湿度が上がる季節は食中毒菌の活動が活発になります。食中毒菌は目に見えず、食品に付着しても味も
においも変わりません。食中毒は時に命にもかかわる恐ろしい病気です。そのため、食中毒の予防には日ごろか
らの心がけが何より大切になります。今回は食中毒予防の３原則をもとに、料理するときに気を付けたいポイン
トを紹介します。

　生の肉や魚介類に使用した調理器具には食中毒を起こす可能性のある菌が付着している場合があるため、使用
した後は洗剤を使って洗浄し、熱湯や塩素系漂白剤での消毒をおすすめします。また、食事の前には手を洗う、
盛り付けには清潔な器具・食器を使う、長時間室温に放置しないなど食事の際の心がけも大切にしましょう。

※大前提　①「食品（特に生鮮品）には細菌がついている」という前提で調理を始める
　　　　　②正しい手洗いは食中毒予防の第一歩。調理中もこまめな手洗いをする
※「うっかりポイント」→調理工程でよくやりがちなこと、「改善ポイント」→食中毒予防のために守りたい内容

１. おにぎりをにぎる

・素手でにぎった後に室
温で保管

・手には菌がつきやすい
ため手袋やラップを使用
し（菌をつけない）、室温
での保管は菌が増えやす
いので食べる直前に調理
する（菌をふやさない）

×うっかりポイン
ト 〇改善ポイント

３. 材料を切る（しょうが焼き・サラダ）

・肉を切ったまな板、包
丁でサラダの野菜を切る

・肉を切った後に手を洗
わずにほかの食材を調理

・生野菜を先に調理する。
包丁やまな板は肉・魚介類
用、野菜用、調理済み食品
用と別々にそろえて使い
分ける（菌をつけない）
・肉を触るときは手袋を
使用するか調理後にしっ
かり手洗いをする（菌をつ
けない）

×うっかりポイン
ト 〇改善ポイント

２. 材料を冷蔵庫から出す

・冷蔵庫から出した食材
を室温で放置

・洗った野菜を調理台に
放置

・室温で菌は増えやすいの
で調理の直前に冷蔵庫か
ら出す（菌をふやさない）
・洗った野菜はまな板やザ
ルにとる（菌をつけない）

×うっかりポイン
ト 〇改善ポイント

４. 肉を焼く（しょうが焼き）

・焼きすぎると硬くなる
のでさっと焼いた

・加熱する食品は中心ま
で十分に加熱する。目
安は肉の内部の温度が
75℃以上で１分以上（菌
をやっつける）

×うっかりポイン
ト 〇改善ポイント

おにぎり・しょうが焼き・サラダをつくる場合

食中毒予防の３原則食中毒予防の３原則
「菌をつけない」　「菌を増やさない」　「菌をやっつける」

例えば…



vol.87

今月の
１冊

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分	 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　	 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　	［休館日］なし

から家書読 の
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絵本の玉手箱　８月のおはなし会
■日　時　①８月11日(月)10時～11時30
分②８月22日（金）14時～15時30分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶた読
書の家
キッズタイム
■日　時　８月23日(土)10時～11時30分
■場　所　あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

キケンからキミをまもる！
海あそびのやくそく
佐藤繁一
　海で遠くに流されてしまったら
どうする？海あそびで何が危険な
のか、事故の事例を紹介しながら、
守るべきポイントと対処法をやさ
しく伝えます。約束を守って楽し
くあそびましょう！（あぶた読書
の家所蔵）

今月の
リポーター
成田譲さん

私
が
活
動
す
る
と
う
や
水
の

駅
周
辺
は
観
光
目
的
の

お
客
様
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
新
し
く
駐

車
場
と
ブ
ラ
ン
コ
が
設
置
さ
れ

る
と
の
情
報
を
得
て
財
田
に
あ

る
「
宮
内
ガ
ー
デ
ン
」
へ
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
取
材
内

容
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿

し
た
と
こ
ろ
、
閲
覧
数
が
１
万

を
超
え
る
予
想
以
上
の
反
響
に

驚
き
ま
し
た
。
今
後
も
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
地
域
の
魅
力
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
に
開
催
さ
れ
た
洞
爺
夏

祭
り
に
登
場
し
た
山
車
の
張
り

替
え
作
業
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
数
年

ぶ
り
と
な
っ
た
張
り
替
え
作
業

は
、
当
時
山
車
を
一
か
ら
作
成

し
た
師
匠
の
ご
指
導
の
も
と
、

有
志
の
方
々
が
集
ま
り
毎
日
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
汗
だ
く
の

作
業
の
中
、
約
１
週
間
か
か
り

完
成
し
た
山
車
の
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
と
、
歓
声
と
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。
少
し
の
時

間
で
し
た
が
み
ん
な
で
作
業
を

し
た
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と

の
距
離
が
少
し
近
く
な
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
師
匠
が
ボ
ソ
ッ

と
「
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
な
。
も

う
会
え
な
く
な
る
な
」
と
呟
い

た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
活
性
化
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
８
月
14
日
、
15
日
に
は
と
う

や
水
の
駅
に
て
「
第
２
回
と
う

や
盆
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

昨
年
初
め
て
開
催
し
ま
し
た

が
、
小
規
模
な
が
ら
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

も
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
洞
爺
音
頭

の
他
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ち
ゃ

ん
こ
い
花
火
大
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
潮
音	

第
一
～
四

巻
（
宮
本
輝
）
▽
あ
あ
う
れ
し
い

（
畠
中
恵
）
▽
そ
れ
い
け
！
平
安

部（
宮
島
未
奈
）▽
珈
琲
怪
談（
恩

田
陸
）▽
あ
り
か（
瀬
尾
ま
い
こ
）

▽
署
長
サ
ス
ピ
シ
ョ
ン（
今
野
敏
）

▽
人
生
劇
場
（
桜
木
紫
乃
）
▽
札

幌
誕
生
（
門
井
慶
喜
）
▽
闇
を
わ

た
る
セ
レ
ブ
・
ケ
ー
ス
（
堂
場
瞬

一
）
▽
交
番
相
談
員	

百
目
鬼
巴

（
長
岡
弘
樹
）
▽
桜
風
堂
夢
も
の

が
た
り
２	

時
の
魔
法
（
村
山
早

紀
）
▽
嘘
と
隣
人
（
芦
沢
央
）

＜

児
童
書＞

▽
む
か
し
の
く
ら

し
図
鑑
（
金
斗
鉉
）
▽
僕
に
は
鳥

の
言
葉
が
わ
か
る
（
鈴
木
俊
貴
）

▽
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
３
（
鈴
木
の

り
た
け
）
▽
ま
ほ
う
の
絵
本
屋
さ

ん	

よ
う
こ
そ
ね
こ
の
森
へ
（
小

手
鞠
る
い
）
▽
に
ん
ぎ
ょ
の
く
に

の
プ
リ
ン
セ
ス
に
な
ろ
う
（
朝
日

新
聞
出
版
）
▽
ト
ン
ト
ン
カ
チ
ャ

（
か
と
ー
ゆ
ー
こ
）
▽
ふ
し
ぎ
駄

菓
子
屋
銭
天
堂	

吉
凶
通
り
３（
廣

嶋
玲
子
）
▽
私
立
探
偵
家
学
園
６	

火
蜥
蜴
の
見
た
夢
（
斉
藤
倫
）
▽

い
つ
の
ま
に
か
友
だ
ち
（
お
お
ぎ

や
な
い
ち
か
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　

般＞

▽
パ
ズ
ル
と
天
気

（
伊
坂
幸
太
郎
）
▽
ク
ロ
エ
と
オ

オ
エ
（
有
川
ひ
ろ
）
▽
つ
く
み
の

記
憶
（
白
石
一
文
）
▽
楽
園
の
瑕

（
相
場
英
雄
）
▽
帰
れ
な
い
探
偵

（
柴
崎
友
香
）

＜
児
童
書＞

▽
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク

を
探
せ
！

－

大
阪
・
関
西
万
博

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

（
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
）
▽
ゆ
び
で
た

ど
る
進
化
の
え
ほ
ん（
三
上
智
之
）

▽
や
ど
か
り
の
お
へ
や
か
し
ま
す

（
ウ
ソ
ッ
プ
吉
田
）
▽
た
い
や
き	

や
た
い
（
ひ
ら
お
ふ
み
ほ
）
▽
か

ん
た
ん
！
つ
か
え
る
！
か
わ
い
い

お
り
が
み（
い
し
か
わ
☆
ま
り
こ
）

新
刊
案
内
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普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

洞
爺
湖
消
防
団
員
の
募
集

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

１
１
９
番
通
報

夏
型
の
火
災
に
注
意

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の
お
知
ら
せ

統
一
標
語

　
『
急
ぐ
日
も

　
足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し
』

　
救
命
講
習
会
で
は
、
心
肺
蘇
生

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の
手

当
な
ど
、
初
め
て
の
方
で
も
わ
か

り
や
す
い
講
習
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
講
習
修
了
者
に
は
「
修
了

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
日　
時　
９
月
13
日
（
土
）
13

時
～
16
時

▼
場　
所　
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖

支
署
会
議
室

▼
定　
員　
10
名

▼
受
講
料　
無
料

▼
募
集
期
間　
８
月
１
日
～
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
洞
爺
湖
町
内
の
消
防
団
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
な
り
手
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
を
守
る
将
来

の
担
い
手
と
な
る
消
防
団
員
の
確

保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
消
防
団
員
の
処
遇

・
出
動
報
酬　
出
動
の
種
別
や
活

動
時
間
に
応
じ
た
報
酬
の
支
払
い

・
公
務
災
害
補
償　
現
場
活
動
や

訓
練
で
ケ
ガ
な
ど
し
た
場
合
の
補

償
な
ど
の
受
け
取
り

・
表
彰
制
度　
消
防
団
活
動
で
の

功
労
や
功
績
に
対
し
、
国
な
ど
の

機
関
か
ら
賞
状
や
記
章
が
贈
呈

・
退
職
報
償
金　
在
職
５
年
以
上

の
人
が
退
職
し
た
場
合
の
退
職
報

償
金
の
支
払
い

・
被
服
の
貸
与　
活
動
の
た
め
に

必
要
な
活
動
服
や
制
服
、
火
災
時

に
身
を
守
る
た
め
の
防
火
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
防
火
衣
な
ど
の
貸
与

▼
消
防
入
団
要
件

・
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

・
年
齢
18
歳
以
上

・
志
操
堅
固
で
か
つ
身
体
強
健

■
問
合
せ　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署
消
防

団
係
（
☎
76

－

２
１
１
９
）

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
音
声
通
話
が
困
難
な
方

が
、
自
宅
に
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用

し
て
文
字
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

や
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

機
能
を
通
し
た
、
簡
単
な
画
面
操

作
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
で
き

る
安
心
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

■
詳
細
・
問
合
せ　
西
胆
振
行
政

事
務
組
合
消
防
本
部
（
☎
21

－

５
０
０
３
）
／
西
胆
振
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）

　
８
月
は
お
盆
や
花
火
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
、
火
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

～
ロ
ウ
ソ
ク
と
線
香
～

・
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
は
不
安
定
な
も

の
を
使
用
し
な
い

・
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
た
ま
ま

そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
の
近
く
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

・
火
が
衣
服
に
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

～
お
家
花
火
～

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

な
ど
を
読
ん
で
か
ら
遊
ぶ

・
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
、
広
く
て
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

・
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
確
実
に
消
火
す
る

・
点
火
後
に
火
の
つ
か
な
い
花
火

は
覗
い
た
り
せ
ず
に
消
火
す
る

・風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い
。

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い

～
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
～

・
着
火
剤
の
継
足
し
や
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
の
投
入
は
し
な
い

・
安
全
な
場
所
で
行
う

・
使
用
済
み
の
木
炭
は
消
火
用
の

炭
壺
に
入
れ
る
か
、
水
に
十
分
浸

し
て
お
く

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
火
災
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災
害

案
内
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
の

通
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
災
害
案
内
：
23

－

７
１
７
１
】

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
報
知
機
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
広
報
発
信
の
た
め
、
公
式

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン

ト
の
応
答
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

上
か
ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要
請

は
一
切
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

消
防
だ
よ
り
119119
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評
議
員
・
役
員
の
選
任

■
評
議
員

　
６
月
16
日
、
評
議
員
選
任
・
解

任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
評
議
員
を
次
の
と
お
り

選
任
し
ま
し
た
。

▼
評
議
員

・
綱
嶋　
勉
（
再
任
）

・
吉
田　
聡
（
再
任
）

・
泰
地　
ひ
と
み
（
再
任
）

・
川
上　
大
誠
（
新
任
）

・
村
上　
正
敏
（
新
任
）

・
宮
田　
敏
夫
（
新
任
）

・
小
林　
美
智
子
（
新
任
）

▼
任
　
期　
令
和
11
年
度
定
時
評

議
員
会
の
終
結
時
ま
で

■
役　
員

　
６
月
20
日
、
定
時
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
理

事
及
び
監
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
理
事
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

▼
理
事
長

・
八
木
橋　
隆
（
新
任
）

▼
理
　
事

・
村
上　
僚
男
（
再
任
）

・
加
賀
谷　
真
由
美
（
再
任
）

・
葛
西　
和
彦
（
再
任
）

・
皆
見　
亨
（
再
任
）

・
工
藤　
真
（
新
任
）

（
清
水
友
愛
の
里
施
設
長
）

▼
監
　
事

・
遠
藤　
秀
男
（
再
任
）

・
岡
部　
由
美
（
新
任
）

▼
顧
　
問

・
夏
目　
與
市

▼
任
　
期　
令
和
９
年
度
定
時
評

議
員
会
の
終
結
時
ま
で

納　
涼　
祭

　
７
月
19
日
に
納
涼
祭
を
清
水
友

愛
の
里
の
敷
地
内
で「
友
愛
の
里
」

と
「
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ

う
あ
い
憩
い
の
丘
」
の
合
同
で
行

い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
る
利
用
者
は
、
笑
顔
で
会
話

を
楽
し
ま
れ
、
職
員
へ
写
真
の
依

頼
を
し
て
、
写
真
を
撮
る
な
ど
し

て
交
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
食
事
で
は
、
焼
き
そ
ば
、
お
好

み
焼
き
、
一
口
餃
子
、
か
き
氷
、

綿
あ
め
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
焼

き
そ
ば
と
お
好
み
焼
き
は
、
炭
火

を
お
こ
し
て
温
め
て
か
ら
提
供
さ

れ
、
職
員
は
は
っ
ぴ
を
羽
織
り
、

汗
を
か
き
な
が
ら
も
、
暑
さ
に
負

け
ず
に
調
理
し
て
い
ま
し
た
。
提

供
さ
れ
た
食
事
を
食
べ
、
職
員
へ

「
お
い
し
い
ね
」
と
話
し
、
好
評

な
様
子
で
し
た
。
行
事
中
は
気
温

が
高
か
っ
た
た
め
、
か
き
氷
も
人

気
で
し
た
。
味
は
い
ち
ご
、
メ
ロ

ン
、
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
の
定
番
３
種

類
の
他
に
、
稲
妻
ジ
ン
ジ
ャ
ー
と

い
う
初
め
て
の
味
も
用
意
さ
れ
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
興
味
深
々
な

様
子
で
し
た
。
稲
妻
ジ
ン
ジ
ャ
ー

味
の
か
き
氷
を
食
べ
た
方
に
「
ど

ん
な
味
？
お
い
し
い
？
」
と
聞
く

様
子
や
、「
こ
れ
好
き
な
味
だ
」

と
話
さ
れ
る
様
子
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
綿
あ
め
は
白
、

ピ
ン
ク
、
水
色
の
３
色
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
職
員
が
見
守
り
な

が
ら
、
出
来
る
方
に
は
自
身
で
巻

き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
お

い
し
い
。
ま
た
食
べ
た
い
」「
楽

し
い
」
と
話
さ
れ
る
方
も
い
て
、

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
射
的
コ
ー
ナ
ー
や
水

遊
び
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
射
的
で

は
自
身
の
欲
し
い
景
品
を
探
し
、

真
剣
な
表
情
で
狙
っ
て
撃
っ
て
い

ま
し
た
。
ポ
ー
チ
が
当
た
っ
た
利

用
者
の
方
は
「
あ
れ
を
入
れ
る
ん

だ
ー
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
、
皆
さ

ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
水
遊

び
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
水
鉄
砲
や
シ

ャ
ボ
ン
玉
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
が
あ
り
ま
し
た
。
水
鉄
砲
は

掛
け
合
い
を
し
な
が
ら
遊
ば
れ
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
も
空
へ
向
け
て
沢
山

飛
ば
し
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
は
両

手
で
持
ち
き
れ
な
い
程
の
数
を
す

く
い
職
員
へ
見
せ
る
な
ど
、
皆
さ

ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
食
事
、
射
的
、

か
き
氷
の
３
箇
所
を
回
っ
て
ハ
ン

コ
を
押
す
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行

い
、
全
て
押
し
終
え
る
と
職
員
へ

嬉
し
そ
う
に
カ
ー
ド
を
見
せ
る
方

も
居
ま
し
た
。

　
最
後
は
挨
拶
と
共
に
、
恒
例
の

「
万
歳
三
唱
」
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
参
加
者
の
年
齢
層
が
広
い

た
め
、
食
事
形
態
の
調
整
や
行
事

の
内
容
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、
安
全
に

楽
し
め
る
よ
う
な
行
事
を
計
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

83
第

回
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第２回洞爺湖有珠山ジオパーク検定（有珠山）
実施しました！

ジオパーク講座
「ガイドのためのヒグマ講座」

　５月 10 日（土）に、ヒグマについて長年研究されている
早稲田宏一さんをお呼びし「ガイドのためのヒグマ講座」を
実施しました。当日は洞爺湖有珠山ジオパークでガイドをさ
れている方を中心に 29 名が参加し、ヒグマの生態や、ヒグ
マと遭遇した時の対処法などについて学びました。

　７月４日（金）に開催した、第２回洞爺湖有珠山ジオパーク検定（有
珠山）は、ジオパークを構成する１市３町をはじめ、遠くは石川県か
ら 17 名の方に受検していただきました。検定では、有珠山に関する
問題が出題されます。今回は、第２回検定の問題の中から２問をご紹
介します。

第３回の検定は令和８年３月末を予定しています。興味のある方はぜひ受検してみてください！
▶申し込み、検定テキストのダウンロードは右記 QR コードから

有珠山のＩ（アイ）火口は①～④のどれでしょう？

問題１問題１
昭和新山を作る溶岩は①～③のうちどれでしょう？

問題 2問題 2

①

②

③

問題１の答え：④（①は有珠新山、②は銀沼火口、③は小有珠）
問題２の答え：①（②は兵庫県にある玄武洞の玄武岩、③は壮瞥町にあるドンコロ山のスコリア）

答えはページの下にあります！

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産
■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



8 月 1 日（金）
～9月23日（火）

THE INBETWEEN（火山と湖のあいだで）
道川省三 陶芸作品展

8月15日（金）
とうや麻雀サロン
時  13：00 ～ 16：30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

16 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

18 日（月）
フッ素塗布
時  13：00 ～ 15：00
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センターさわやか＞）

19 日（火）
脳トレサロン
時  10：00 ～ 11：30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

20 日（水）
げんきクラブ
時  12：00 ～ 15：30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センターさわやか＞）

21 日（木）

脳の健康教室
時  9：45 ～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13：30 ～ 15：00
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センターさわやか＞）

22 日（金）

保育所開放
時  10：00 ～ 11：30
所  入江保育所（☎ 76-4317）
「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11：00 ～ 11：45
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）
あぶた麻雀サロン
時  13：30 ～ 16：30
所  駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

28 日（木）
脳の健康教室
時  9：45 ～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

29 日（金）

保育所開放
時  10：00 ～ 11：30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
とうや麻雀サロン
時  13：30 ～ 16：30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

9 月 4 日（木）

脳の健康教室
時  9：45 ～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

5 日（金）

保育所開放
時  10：00 ～ 11：30
所  桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）
あぶた麻雀サロン
時  13：30 ～ 16：30
所  駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

6 日（土）
～ 7 日（日）

アイヌ文様木彫り手鏡を作ろう！

8 日（月）
フッ素塗布
時  13：00 ～ 15：00
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

9 日（火）

子育て教室「キラキラティータイム」
時  10：00 ～ 11：30
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）
コグニの集い
時  10：00 ～ 11：30
所  駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

10 日（水）
げんきクラブ
時  12：00 ～ 15：30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センターさわやか＞）

11 日（木）

脳の健康教室
時  9：45 ～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13：30 ～ 15：00
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センターさわやか＞）
アイヌ文様木彫り手鏡を作ろう！

12 日（金）

保育所開放
時  10：00 ～ 11：30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）
とうや麻雀サロン
時  13：30 ～ 16：30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

13 日（土）「アート×つながる市」洞爺湖芸術館×シエスタ
ハコダテ無印良品

17 日（水） 結核・肺がん検診
所  虻田地区（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）

18 日（木）
結核・肺がん検診
所  洞爺地区（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）
無料法律相談会

20 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

28 日（日） 洞爺湖芸術館 秋麗（あきうらら）ギャラリー
コンサート
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ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベント詳

ｐ 15詳

洞爺湖芸術館からのお知らせ
《開館時間》9：00～17：00月曜休館
※受付は16：30まで、月曜が祝祭日の場合は翌日休館
THE INBETWEEN（火山と湖のあいだで）
道川省三 陶芸作品展
■日　程　8月1日（金）～9月23日（祝火）

「アート×つながる市」
洞爺湖芸術館×シエスタハコダテ無印良品
■日　程　9月13日（土）11：00～15：00
※ワークショップ、無印良品などの移動販売
※体験用グッズ・商品が売切れ次第終了。小雨決行
洞爺湖芸術館 秋麗（あきうらら）ギャラリーコンサート
■日　程　9月28日（日）13：30～（開場13：00）／17：
00～（開場16：30）
■定　員　各回35人（合計70人）
■料　金　無料※入館料が必要。ただし町民は無料
■申込み　9月2日（火）9：30～先着順
洞爺湖芸術館公式HP「イベント情報」または電話（☎87-
2525）より
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎87-2525）
WEB　http://www.geijutukan.net/

ｐ 15詳

ｐ 15詳
ｐ 15詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

アイヌ文様木彫り手鏡を作ろう！
申込みは８月27日（水）までです！
■日　程　9月6日（土）、7日（日）、11日（木）9：30～15：30
■場　所　洞爺湖アイヌ民族共生拠点施設ウトゥラノ
■定　員　各回14人まで（応募多数の場合は抽選）
■参加費　無料
■申込み　電話または右記QRコード
■問合せ　ウトゥラノ（☎76-2794）
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東奔西走

最近、帰宅するために車に乗るとすぐに確認するのが
外気温計。数値を見ては夜の寝苦しさを思ってウン

ザリする日が続きます。町では、クーリングシェルターの
開放も始めたので暑さ対策にご利用ください。（Ｄ.Ｙ）

三豊市との友好都市提携50周年を迎えました。特集を編
集する中で、三豊市との関係についてやこれまでの歴

史について改めて学ぶことができ、勉強になりました。次の
旅行先の候補に四国地方も考えてみようと思います。（Y.Ａ）

スポットライト

Spotlight

さん

profile
昭和28年１月29日生まれ。
日本国内をはじめ英・ロン
ドンなど世界各地で展覧会
を開催。(写真は本人提供)

陶芸家

道川 省三

火
の
山
と
湖
か
ら
創
造
す
る

無
二
の
芸
術
と
郷
里
の
未
来

Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
（
ザ　

イ
ン
ビ
ト

ウ
ィ
ー
ン
）
―
。「
間
」
を
意
味

す
る
そ
の
言
葉
を
、
故
郷
で
初
め

て
開
く
個
展
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま

し
た
。
日
本
と
世
界
を
行
き
交
っ

て
数
多
の
作
品
に
触
れ
、
生
み
出

し
た
そ
の
手
で
ア
ー
ト
と
町
の

人
々
を
つ
な
ぐ
特
別
な
時
間
が
洞

爺
湖
芸
術
館
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
生
家
が
あ
っ
た
洞
爺
湖
温
泉
で

少
年
時
代
を
過
ご
し
た
の
ち
、
陶

芸
の
本
場
、
愛
知
県
瀬
戸
市
を
拠

点
と
し
て
独
自
の
技
術
を
追
及
。

通
常
は
丸
み
を
帯
び
た
造
形
に
な

り
や
す
い
ろ
く
ろ
を
使
っ
た
陶
芸

に
、
円
錐
や
三
角
を
大
胆
に
取
り

入
れ
た
表
現
を
駆
使
し
て
国
際
的

な
評
価
を
集
め
ま
し
た
。

　
そ
の
作
風
を
生
ん
だ
感
性
は
故

郷
の
自
然
の
中
で
培
わ
れ
ま
し

た
。
実
家
の
裏
か
ら
す
ぐ
見
上
げ

ら
れ
た
有
珠
山
は
膨
大
な
熱
量
を

秘
め
る
活
火
山
。
反
対
に
は
、
常

に
静
寂
を
た
た
え
る
洞
爺
湖
が
広

が
り
ま
す
。
対
照
的
な
２
つ
の
自

然
の
間
で
過
ご
し
「
誰
も
や
っ
た

こ
と
の
な
い
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
芸
術
家
な
ら
必
要
。
北
海

道
の
大
自
然
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ

を
表
現
す
る
こ
と
が
自
分
の
基
本

に
な
っ
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

　
欧
米
な
ど
世
界
で
活
躍
す
る
一

方
で
力
を
注
い
で
い
る
の
が
ア
ー

ト
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
。
静
岡
県

島
田
市
笹
間
地
区
で
は
陶
芸
イ
ベ

ン
ト
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
、

過
疎
の
ま
ち
に
活
力
を
呼
び
込
ん

で
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
国
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
参
加
し
て
く
れ

る
ま
で
に
成
長
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
が
「
地
元
の
理
解
が

大
事
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
ま
ち
が

培
っ
て
き
た
も
の
を
生
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
開

か
れ
、
今
も
彫
刻
群
が
湖
畔
に
並

ぶ
洞
爺
湖
に
も
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。「
洞
爺
湖
町
に

は
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
地
元
の
人
が
自
分
の

ま
ち
を
見
つ
め
、
将
来
ど
う
し
た

い
の
か
考
え
る
『
核
』
と
な
る
も

の
が
で
き
た
ら
」。
洞
爺
湖
と
有

珠
山
の
狭
間
が
育
ん
で
く
れ
た
陶

芸
が
、
町
の
今
と
未
来
を
つ
な
ぐ

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。


